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●有限要素法ベースなので、任意形状に適用可能です。
●力学的条件が適用しやすく、流体-構造連成解析への展開が容易です。
●DG法は要素ごとに個別の補間関数を定義可能なので、適応型計算も可能です。

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】

洪水、高潮、津波など自然災害が頻発する日本では、発生しうる災害による被害を予測・評価し、その対策
を行うことが課題です。私たちは防災シミュレーションによる予測・評価の精度を向上させる技術を研究し
ています。特に流体解析技術の開発を行っており、浸水域の評価で問題となる流体質量の保存性を向上
させるため、Discontinuous Galerkin法に基づく手法を開発し、高精度な解析を実現します。
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【研究シーズの概要】

防災シミュレーションに関する
技術の開発
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工学部 環境土木工学科 准教授　田中 聖三

●災害の予測・評価を行うための要素技術開発です。
●解析手法の高精度化に対応します。
●解析手法の高速化にも対応します。

【産業界での展開・用途】

LDG法による解法
(Conserved Allen-Cahn Eq.)

界面捕捉法による自由表面流れ解析


